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(57)【要約】
【課題】ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタル
カメラによって撮影された場合にも縞模様状の明暗線が
発生することを抑制することができるＬＥＤ照明装置を
提供する。
【解決手段】交流電源（ＡＣ電源１００）と、交流電源
の交流を整流する整流回路（ＡＣ／ＤＣコンバータ１０
１）と、整流回路で整流された直流電流を位相をずらし
た２系統以上のパルス信号Ｐ１、Ｐ２として出力するよ
うに制御する制御回路１０３と、制御回路の制御によっ
て出力される前記２系統以上の各パルス信号によって、
位相のずれに応じた時間差で駆動される２系統以上のＬ
ＥＤアレイ２０ａ、２０ｂとを備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源と、
　前記交流電源の交流を整流する整流回路と、
　前記整流回路によって整流された直流電流に基づいて、互いに位相が異なる２系統以上
のパルス信号のうちの少なくとも１系統のパルス信号を出力する制御回路と、
　複数のＬＥＤチップから成り、前記制御回路によって出力される少なくとも１系統のパ
ルス信号によって駆動される少なくとも１系統のＬＥＤアレイと
　を備えることを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、前記２系統以上のパルス信号を出力し、
　前記ＬＥＤアレイは、前記２系統以上のパルス信号のそれぞれによって前記位相のずれ
に応じた時間差で駆動される２系統以上のＬＥＤアレイであることを特徴とする請求項１
に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項３】
　前記２系統以上の各パルス信号は、５００Ｈｚ以上の周波数を有する信号であることを
特徴とする請求項１または２に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項４】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイは、系統毎に隣り合うように配列されることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項５】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤチップは、互いに隣り合うように配
列されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項６】
　前記パルス信号が、２系統である場合に、前記位相のずれは９０度とされることを特徴
とする請求項１～５のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項７】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイは、電球色系のＬＥＤアレイと、昼光色系のＬＥＤアレ
イとを含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項８】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤチップは、電球色系のＬＥＤチップ
と昼光色系のＬＥＤチップとを含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載
のＬＥＤ照明装置。
【請求項９】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイは、ＲＧＢ各色に対応するＬＥＤアレイを含むことを特
徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１０】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤチップは、ＲＧＢ各色に対応するＬ
ＥＤを含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１１】
　前記各パルス信号の位相のずれは、前記２系統以上のＬＥＤアレイの何れかが点灯する
ように制御されることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装
置。
【請求項１２】
　前記各パルス信号の位相のずれは、各パルス信号がオーバーラップするように制御され
ることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１３】
　天井の表面に取り付けられるシーリングライトとして構成されることを特徴とする請求
項１～１２のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１４】
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　前記複数のＬＥＤアレイは、円環状に配置されていることを特徴とする請求項１３に記
載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１５】
　前記複数のＬＥＤチップの少なくとも一部が搭載された複数の導通支持部材を備えるこ
とを特徴とする請求項１３または１４に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１６】
　前記各導通支持部材は、平面視細長形状の搭載面を有することを特徴とする請求項１５
に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１７】
　前記複数のＬＥＤチップは、前記搭載面の長手方向に沿って並んでいることを特徴とす
る請求項１６に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１８】
　前記複数の導通支持部材は、円環を成す配置とされていることを特徴とする請求項１７
に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項１９】
　前記２系統以上のＬＥＤアレイは、前記複数の導通支持部材のそれぞれであることを特
徴とする請求項１５～１８のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２０】
　前記円環を成す複数の導通支持部材は、前記ＬＥＤ照明装置の平面視において径の異な
る複数の円環部として形成されていることを特徴とする請求項１５～１９のいずれか１項
に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２１】
　前記複数の円環部の複数の導通支持部材各々の境界は、前記ＬＥＤ照明装置の平面視に
おいて重ならないように配置されている部分を有することを特徴とする請求項１５～２０
のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２２】
　前記各導通支持部材は、金属で構成され前記搭載面を有する基材と、前記搭載面を覆う
絶縁層と、この絶縁層上に形成された配線パターンとを有することを特徴とする請求項１
５～２１のいずれか１項に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２３】
　前記制御回路は、前記２系統以上のパルス信号のうち１系統のパルス信号をランダムに
選択して出力し、
　前記ＬＥＤアレイは、前記１系統のパルス信号によって駆動される１系統のＬＥＤアレ
イであることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２４】
　前記制御回路は、前記１系統のパルス信号を乱数に基づいて選択することを特徴とする
請求項２３に記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項２５】
　前記制御回路は、電源が投入される度にカウンタを起動するとともに乱数を発生させ、
前記カウンタのカウンタ値が偶数であるタイミングで前記ＬＥＤアレイを駆動させるか奇
数であるタイミングで前記ＬＥＤアレイを駆動させるかを前記乱数に基づいて振り分ける
ことを特徴とする請求項２４に記載のＬＥＤ照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のＬＥＤチップによって構成されるＬＥＤアレイを光源とするＬＥＤ照
明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　住宅やオフィス等の室内の照明に用いられる照明装置として、白熱電球、蛍光灯等の光



(4) JP 2014-38826 A 2014.2.27

10

20

30

40

50

源に代えて、ＬＥＤを光源として用いた照明装置が普及しつつある。
【０００３】
　即ち、ＬＥＤの高輝度化に伴い、小型、低消費電力、長寿命等の特性を活かした照明装
置の需要が急速に拡大している。
【０００４】
　このようなＬＥＤを用いた照明装置に関する技術は種々提案されている（例えば、特許
文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１３４６８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、ＬＥＤを用いた照明装置は、例えば天井の表面に取り付けられるシーリング
ライトとして構成されることがある。
【０００７】
　このようなシーリングライトについて、メーカの広告宣伝用のカタログやパンフレット
に点灯状態にあるシーリングライトの写真を掲載する場合がある。
【０００８】
　また、人物やその他の被写体を撮影する際に、背景の一部として点灯状態のシーリング
ライトが写真に写る場合がある。
【０００９】
　ところが、撮像素子の一種としてＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラ
によって点灯状態のシーリングライトが撮影された場合には、シーリングライトの撮像に
縞模様状の明暗線が現れるという問題があった。
【００１０】
　このような縞模様状の明暗線は、ＬＥＤを点灯させるためのパルス信号の周波数（例え
ば、５００Ｈｚ以上）と、ＣＭＯＳイメージセンサの走査線の周期とのタイミングの関係
で発生するものと考えられる。
【００１１】
　本発明の目的は、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラによって撮影さ
れた場合にも縞模様状の明暗線が発生することを抑制することのできるＬＥＤ照明装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明の一態様によれば、交流電源と、前記交流電源の交流
を整流する整流回路と、前記整流回路によって整流された直流電流に基づいて、互いに位
相が異なる２系統以上のパルス信号のうちの少なくとも１系統のパルス信号を出力する制
御回路と、複数のＬＥＤチップから成り、前記制御回路によって出力される少なくとも１
系統のパルス信号によって駆動される少なくとも１系統のＬＥＤアレイとを備えるＬＥＤ
照明装置が提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラによって撮影さ
れた場合にも縞模様状の明暗線が発生することを抑制することができるＬＥＤ照明装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】比較例としてのＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
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【図２】ＬＥＤを用いたシーリングライトの撮像に縞模様状の明暗線が現れる状態を示す
説明図であって、（ａ）ＬＥＤアレイのオン・オフのタイミングを示すグラフ、（ｂ）Ｃ
ＭＯＳイメージセンサの走査線の移動状態を示す平面図、（ｃ）ＬＥＤアレイのオン・オ
フのタイミングに対応して発生した縞模様状の明暗線を示す平面図。
【図３】ＬＥＤの点灯状態、消灯状態を示す説明図。
【図４】ＬＥＤを用いたシーリングライトの撮像に縞模様状の明暗線が現れる原理を示し
た説明図。
【図５】縞模様状の明暗線が現れた状態を示す撮像図。
【図６】第１実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
【図７】第１実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形例を示す図であ
って、（ａ）１ｃｈのパルス信号Ｐ１の波形例を示すグラフ、（ｂ）２ｃｈのパルス信号
Ｐ２の波形例を示すグラフ。
【図８】第２実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形の例を示す波形
図。
【図９】第１実施例および第２実施例に係るＬＥＤ照明装置のＬＥＤの配列を示す図であ
り、（ａ）ＬＥＤの配列の例を示す平面図、（ｂ）ＬＥＤの配列の例を示す断面図。
【図１０】比較例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
【図１１】第３実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
【図１２】第３実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形例を示す図で
あって、（ａ）１ｃｈのパルスＡの立下りのタイミングに合わせて２ｃｈのパルスＢの立
ち上がりを行うように制御する場合のグラフ、（ｂ）１ｃｈのパルスＡの立下りが、２ｃ
ｈのパルスＢのハイ期間の中央に来るように制御する場合のグラフ、（ｃ）１ｃｈのパル
スＡのロー期間の中央に、２ｃｈのパルスＢの立ち上がりが来るように制御する場合のグ
ラフ、（ｄ）１ｃｈのパルスＡのロー期間の中央に、２ｃｈのパルスＢのハイ期間の中央
が来るように制御する場合のグラフ。
【図１３】ＣＭＯＳイメージセンサの概略構成を示す構成図。
【図１４】ＣＭＯＳイメージセンサの特性例を示す表。
【図１５】バーコードの読み取り不良の説明図であって、（ａ）レーザ式のバーコードリ
ーダを用いてバーコードを読み取る様子を示す模式的鳥瞰構成図、（ｂ）バーコードリー
ダの模式的断面構成図。
【図１６】一般的なＬＥＤ照明装置に供給される電流波形例を示す波形図。
【図１７】一般的なＬＥＤ照明装置の光出力波形例を示す波形図。
【図１８】一般的な蛍光灯の光出力波形例を示す波形図。
【図１９】図１７に示される光出力波形のＬＥＤ照明装置が取り付けられた室内において
バーコードを走査する場合の説明図であって、（ａ）模式的平面構成図、（ｂ）バーコー
ドリーダの認識結果を示す概念図。
【図２０】第４実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
【図２１】第４実施例に係るＬＥＤ照明装置の光出力波形例を示す波形図であって、（ａ
）光出力Ｏ1の波形例、（ｂ）光出力Ｏ2の波形例、（ｃ）合成出力ＯTの波形例。
【図２２】第５実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図。
【図２３】図２２に示されるＬＥＤ照明装置の要部の具体的な模式的回路構成図。
【図２４】図２３に示されるＬＥＤ照明装置の動作例を示すフローチャート。
【図２５】図２３に示されるＬＥＤ照明装置をｎ本備えた場合における光出力波形例を示
す波形図であって、（ａ）光出力Ｏ1の波形例、（ｂ）光出力Ｏ2の波形例、（ｃ）光出力
Ｏ3の波形例、（ｄ）光出力Ｏn-2の波形例、（ｅ）光出力Ｏn-1の波形例、（ｆ）光出力
Ｏnの波形例、（ｇ）合成出力ＯTの波形例。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、図面を参照して、実施の形態を説明する。以下の図面の記載において、同一又は
類似の部分には同一又は類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なものであり、
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厚みと平面寸法との関係、各層の厚みの比率等は現実のものとは異なることに留意すべき
である。したがって、具体的な厚みや寸法は以下の説明を参酌して判断すべきものである
。又、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていることは
もちろんである。
【００１６】
　又、以下に示す実施の形態は、この発明の技術的思想を具体化するための装置や方法を
例示するものであって、この発明の実施の形態は、構成部品の材質、形状、構造、配置等
を下記のものに特定するものでない。この発明の実施の形態は、特許請求の範囲において
、種々の変更を加えることができる。
【００１７】
[実施の形態]
（比較例）
　実施の形態に係るＬＥＤ照明装置について説明する前に、比較例に係るＬＥＤ照明装置
とその問題点について説明する。
【００１８】
　ここで、図１は比較例としてのＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図、図２はＬ
ＥＤを用いたシーリングライトの撮像に縞模様状の明暗線が現れる状態を示す説明図、図
３はＬＥＤの点灯状態、消灯状態を示す説明図、図４はＬＥＤを用いたシーリングライト
の撮像に縞模様状の明暗線が現れる原理を示した説明図、図５は縞模様状の明暗線が現れ
た状態を示す撮像図である。
【００１９】
　図１に示すように、比較例としてのＬＥＤ照明装置は、例えば１００Ｖの交流電源（Ａ
Ｃ電源）１００と、交流電源１００の交流を整流する整流回路（ＡＣ／ＤＣコンバータ）
１０１と、整流回路１０１から出力される１系統（１ｃｈ）のパルス信号Ｐ１０によって
点灯される複数のＬＥＤ素子（ＬＥＤチップ）１０を備えるＬＥＤアレイ２０とから構成
されている。
【００２０】
　ここで、ＬＥＤアレイ２０を構成する各ＬＥＤ素子１０は、１系統（１ｃｈ）のパルス
信号Ｐ１０の供給により図２に示すように、所定周期でオン・オフ（点灯・消灯）を繰り
返す。
【００２１】
　なお、パルス信号Ｐ１０は、一般的に５００Ｈｚ以上とされ、各ＬＥＤ素子１０の点灯
、消灯の繰り返しは肉眼では視認されず、チラツキ等を感じることはない。
【００２２】
　比較例としてのＬＥＤ照明装置は、例えば天井の表面に取り付けられるシーリングライ
トとして構成される。
【００２３】
　ところで、撮像素子の一種としてＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラ
によって点灯状態のシーリングライトを撮影した場合には、図５に示すように、シーリン
グライトの撮像に縞模様状の明暗線が現れるという不都合を生じる。
【００２４】
　このような縞模様状の明暗線は、ＬＥＤ素子１０を点灯させるためのパルス信号Ｐ１０
の周波数と、ＣＭＯＳイメージセンサの走査線の周期とのタイミングの関係で発生するも
のと考えられる。
【００２５】
　即ち、図２（ａ）に示すようなタイミングでパルス信号Ｐ１０が供給される場合に、Ｃ
ＭＯＳイメージセンサの走査線６０が図２（ｂ）に示すように、例えば左側から右方向に
順次移動すると、パルス信号Ｐ１０のオフ時に対応する画像に暗部７０が生じてしまう。
【００２６】
　より具体的には、図４に示すような原理による。図４において、符号５０はシーリング
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ライトのＬＥＤ照明部、符号５１はＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラ
のカメラ枠である。
【００２７】
　そして、図４のＡ～Ｅに示すように、走査線６０は、上方から下方に向かって順次移動
する。この間において、パルス信号Ｐ１０のオン・オフに応じて、ＬＥＤ照明部５０は、
図４のＡ～Ｅに示すように、点灯→消灯→点灯→・・・を繰り返す。この際に、パルス信
号Ｐ１０の周波数と走査線６０の周期がともに例えば１ｋＨｚ程度であった場合には、走
査線６０による走査の結果を合成した画像Ｃにおいて、例えば２本の線状の暗部７０が発
生してしまう。
【００２８】
　図５は、ＬＥＤを光源とする一般的なシーリングライトをＣＭＯＳイメージセンサが搭
載されたデジタルカメラによって撮影した撮像図であり、複数の縞模様状の明暗線が現れ
ていることが分かる。
【００２９】
　なお、デジタルカメラに搭載されるＣＭＯＳイメージセンサの構成は、例えば図１３の
ように示される。
【００３０】
　ここで、図１３は、ＣＭＯＳイメージセンサの概略構成を示す構成図である。
【００３１】
　図１３に示すＣＭＯＳイメージセンサは、画素７００を順次指定するｘ方向アドレス指
定レジスタ７０１およびｙ方向アドレス指定レジスタ７０２と、各画素７００の色情報や
明暗情報等を読み出す読み出し回路７０３とを備える。
【００３２】
　そして、ｘ方向アドレス指定レジスタと、ｙ方向アドレス指定レジスタ７０２とによっ
て指定された画素の列７１０ごとに、読み出し回路７０３によって順次データを読み出し
、それらのデータを合成して画像を得るようになっている。
【００３３】
　図１４は、ＣＭＯＳイメージセンサの特性例を示す表である。
【００３４】
　図１４では、「水平走査線：７２０本、垂直走査線：４８０本、画素数：３０万画素、
水平周波数：５９．９４Ｈｚ、垂直周波数：４３．２ｋＨｚ、水平画素移動時間：２３．
２μｓｅｃ、水平画素移動時間：４８ｎｓｅｃ」の例と、「水平走査線：１２８０本、垂
直走査線：７２０本、画素数：１００万画素、水平周波数：５９．９４Ｈｚ、垂直周波数
：７６．８ｋＨｚ、水平画素移動時間：１３．０μｓｅｃ、水平画素移動時間：１８ｎｓ
ｅｃ」の例と、「水平走査線：１９２０本、垂直走査線：１０８０本、画素数：２１０万
画素、水平周波数：５９．９４Ｈｚ、垂直周波数：１１５．２ｋＨｚ、水平画素移動時間
：８．７μｓｅｃ、水平画素移動時間：８．０ｎｓｅｃ」の例とが示されている。
【００３５】
　このような特性を有するＣＭＯＳイメージセンサを備えるデジタルカメラによってＬＥ
Ｄを光源とする一般的なシーリングライトを撮影した場合には、シーリングライトの動作
条件とＣＭＯＳイメージセンサの特性との関係により、前出の図４に示すような状態とな
った場合に画像に縞模様が発生することとなる。
【００３６】
（第１実施例）
　本実施の形態における第１実施例に係るＬＥＤ照明装置は、交流電源と、交流電源の交
流を整流する整流回路と、整流回路で整流された直流電流を位相をずらした２系統以上（
２ｃｈ以上）のパルス信号として出力するように制御する制御回路と、制御回路の制御に
よって出力される２系統以上の各パルス信号によって、位相のずれに応じた時間差で駆動
される２系統以上のＬＥＤアレイとを備える。
【００３７】
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　第１実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略ブロック構成は、図６に示すように表される。
【００３８】
　図７は、第１実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形例を示す図で
あって、図７（ａ）は、１ｃｈのパルス信号Ｐ１の波形例を示すグラフ、図７（ｂ）は、
２ｃｈのパルス信号Ｐ２の波形例を示すグラフである。
【００３９】
　即ち、図６および図７に示すように、例えば１００Ｖの交流電源（ＡＣ電源）１００と
、交流電源１００の交流を整流する整流回路としてのＡＣ／ＤＣコンバータ１０１と、整
流回路１０１で整流された直流電流を位相をずらした２系統（２ｃｈ）のパルス信号Ｐ１
、Ｐ２として出力するように制御する制御回路１０３と、制御回路１０３の制御によって
出力される２系統の各パルス信号Ｐ１・Ｐ２によって、位相のずれに応じた時間差で駆動
される２系統のＬＥＤアレイ２０ａ・２０ｂとを備えるようにできる。
【００４０】
　なお、図６に示す例では、２系統の各パルス信号Ｐ１、Ｐ２を２系統のＬＥＤアレイ２
０ａ・２０ｂに供給する場合を示したが、これに限定されず、上述のようにパルス信号お
よびＬＥＤアレイは、２系統以上（２ｃｈ以上）とすることができる。
【００４１】
　また、２系統以上の各パルス信号は、５００Ｈｚ以上の周波数を有する信号とすること
ができる。
【００４２】
　また、２系統以上のＬＥＤアレイは、系統毎に隣り合うように配列されるようにできる
。
【００４３】
　また、２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤ素子は、互いに隣り合うように配
列されるようにしてもよい。
【００４４】
　また、図６、図７に示すように、パルス信号Ｐ１、Ｐ２が、２系統（２ｃｈ）である場
合に、位相のずれは１８０度とされる。
【００４５】
　これにより、例えば、ＬＥＤアレイ２０ａが点灯されている期間はＬＥＤアレイ２０ｂ
が消灯され、ＬＥＤアレイ２０ｂが点灯している期間にはＬＥＤアレイ２０ａが消灯する
こととなる。従って、２系統（２ｃｈ）のＬＥＤアレイ２０ａ・２０ｂの何れかは必ず点
灯する状態となるので、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラによって撮
影した場合であっても、縞模様状の明暗線が現れる事態を抑制することができる。
【００４６】
　よって、図６のＬＥＤ照明装置を例えば天井の表面に取り付けられるシーリングライト
として構成した場合に、このシーリングライトをカタログ等に掲載するための撮影や、背
景にシーリングライトが写り込む場合において、シーリングライトの画像に縞模様状の明
暗線が現れることがない美観に優れた撮像を提供することができる。
【００４７】
（第２実施例）
　図８は、第２実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形の例を示す波
形図である。
【００４８】
　この実施例では、図６に示す第１実施例において、ＬＥＤアレイを１００系統（１００
ｃｈ）に分け、図８に示すような１００系統（１００ｃｈ）のパルスによって、順次点灯
させている。
【００４９】
　これにより、ＬＥＤアレイにおいて完全に消灯する期間を無くすことができる。よって
、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラによって撮影した場合であっても



(9) JP 2014-38826 A 2014.2.27

10

20

30

40

50

、縞模様状の明暗線が現れる事態をより有効に抑制することができる。
【００５０】
　図９（ａ）は、第１実施例および第２実施例に係るＬＥＤ照明装置のＬＥＤの配列の例
を示す平面図。図９（ｂ）はその断面図である。
【００５１】
　図９（ａ）に示すように、円形の枠体５００内に、ＬＥＤアレイ２０ａ、２０ｂあるい
はＬ色ＬＥＤアレイ３０ａ、Ｄ色ＬＥＤアレイ３０ｂが配列されている。
【００５２】
　図９（ａ）に示す例では、ＬＥＤアレイ２０ａまたはＬ色ＬＥＤアレイ３０ａが円周に
沿って計８個が設けられている。
【００５３】
　また、ＬＥＤアレイ２０ｂまたはＤ色ＬＥＤアレイ３０ｂは、ＬＥＤアレイ２０ａまた
はＬ色ＬＥＤアレイ３０ａの内側に、矩形状を形成する二重の列で４個ずつ配列されてい
る。
【００５４】
　なお、取付部材や給電コード等については図示を省略した。
【００５５】
　また、図９（ｂ）に示すように、円形の枠体５００の上には、各ＬＥＤアレイ２０ａ（
３０ａ）および各ＬＥＤアレイ２０ｂ（３０ｂ）を覆うドーム状のカバー５０１が取り付
けられて天井に取り付け可能なシーリングライトを構成するようになっている。
【００５６】
　なお、ＬＥＤアレイの配列パターンや配列数等は、図９に示す例に限定されず、任意の
配列パターン、配列数とすることが可能である。
【００５７】
　また、図９に示すように、複数のＬＥＤアレイ２０ａ（３０ａ）は、円環状に配置され
るようにできる。
【００５８】
　また、複数のＬＥＤチップ１０の少なくとも一部が搭載された複数の導通支持部材２０
０を備えるようにできる。
【００５９】
　また、各導通支持部材２００は、平面視細長形状の搭載面を有するようにできる。
【００６０】
　なお、複数のＬＥＤチップ１０は、前記搭載面の長手方向に沿って並んでいる。
【００６１】
　また、複数の導通支持部材２００は、円環を成す配置とされている。
【００６２】
　２系統以上のＬＥＤアレイ２０ｂ（３０ｂ）は、複数の導通支持部材２００のそれぞれ
であるようにできる。
【００６３】
　円環を成す複数の導通支持部材２００は、ＬＥＤ照明装置の平面視において径の異なる
複数の円環部として形成されるようにできる。
【００６４】
　複数の円環部の複数の導通支持部材２００各々の境界は、ＬＥＤ照明装置の平面視にお
いて重ならないように配置されている部分を有するようにできる。
【００６５】
　また、各導通支持部材２００は、金属で構成され前記搭載面を有する基材と、前記搭載
面を覆う絶縁層と、この絶縁層上に形成された配線パターンとを有するようにしても良い
。
【００６６】
（第３実施例）
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　第３実施例に係るＬＥＤ照明装置において、２系統以上のＬＥＤアレイは、電球色系の
ＬＥＤアレイと、昼光色系のＬＥＤアレイとを含むように構成される。
【００６７】
　また、２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤ素子は、電球色系のＬＥＤ素子と
昼光色系のＬＥＤとを含むようにしても良い。
【００６８】
　また、各パルス信号の位相のずれは、２系統以上のＬＥＤアレイの何れかが点灯するよ
うに制御されるようにできる。
【００６９】
　また、各パルス信号の位相のずれは、各パルス信号がオーバーラップするように制御さ
れるようにしても良い。
【００７０】
　ここで、図１０は、比較例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【００７１】
　図１０に示すように、比較例に係るＬＥＤ照明装置は、例えば１００Ｖの交流電源（Ａ
Ｃ電源）１００と、交流電源１００の交流を整流する整流回路としてのＡＣ／ＤＣコンバ
ータ１０１と、整流回路１０１で整流された直流電流を同期した２系統（２ｃｈ）のパル
ス信号Ｐ１０、Ｐ１１として出力するように制御する制御回路１０３と、制御回路１０３
の制御によって出力される２系統の各パルス信号Ｐ１０・Ｐ１１によって駆動される２系
統のＬＥＤアレイ３０ａ・３０ｂとを備えている。
【００７２】
　交流電源１００と制御回路１０３は、ノードＮ１を介してフォトカプラ１０２によって
接続されている。また、整流回路１０１に接続される２系統の定電流出力部１０４ａ・１
０４ｂは、信号線Ｓ１、Ｓ２を介して制御回路１０３に接続されている。
【００７３】
　なお、本構成では、リモコン調光器１０５によって、ワイヤレスで調光できるようにな
っている。
【００７４】
　そして、制御回路１０３の制御により、２系統の各パルス信号Ｐ１０、Ｐ１１は同期同
位相の信号として、定電流出力部１０４ａ・１０４ｂから出力される。
【００７５】
　なお、ＬＥＤアレイ３０ａは、電球色系の光を発するＬＥＤ素子を備えるＬ色ＬＥＤア
レイとして構成される。また、ＬＥＤアレイ３０ｂは、昼光色系の光を発するＬＥＤ素子
を備えるＤ色ＬＥＤアレイとして構成される。
【００７６】
　比較例に係るＬＥＤ照明装置では、２系統（２ｃｈ）の各パルス信号Ｐ１０・Ｐ１１は
、上述のように同期同位相であるため、Ｌ色ＬＥＤアレイ３０ａとＤ色ＬＥＤアレイ３０
ｂとは同じタイミングで点灯、消灯される。
【００７７】
　そのため、前出の図４等に示す原理により、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジ
タルカメラによって点灯状態の比較例に係るＬＥＤ照明装置（例えば、シーリングライト
）を撮影した場合には、シーリングライトの撮像に縞模様状の明暗線が現れてしまう。
【００７８】
　次に、図１１を参照して、第３実施例に係るＬＥＤ照明装置の構成例について説明する
。
【００７９】
　図１１は、第３実施例に係るＬＥＤ照明装置の概略構成を示すブロック図である。
【００８０】
　第３実施例に係るＬＥＤ照明装置は、例えば１００Ｖの交流電源（ＡＣ電源）１００と
、交流電源１００の交流を整流する整流回路としてのＡＣ／ＤＣコンバータ１０１と、整
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流回路１０１で整流された直流電流を位相をずらした２系（２ｃｈ）のパルス信号Ｐ２０
、Ｐ２１として出力するように制御する制御回路２０３と、制御回路２０３の制御によっ
て出力される２系統（２ｃｈ）の各パルス信号によって、位相のずれに応じた時間差で駆
動される２系統のＬＥＤアレイ３０ａ・３０ｂとを備えている。
【００８１】
　交流電源１００と制御回路２０３は、ノードＮ１を介してフォトカプラ１０２によって
接続されている。また、整流回路１０１に接続される２系統の定電流出力部１０４ａ・１
０４ｂは、信号線Ｓ１、Ｓ２を介して制御回路２０３に接続されている。
【００８２】
　なお、本構成例では、リモコン調光器１０５によって、ワイヤレスで調光できるように
なっている。
【００８３】
　そして、制御回路２０３の制御により、２系統の各パルス信号Ｐ２０、Ｐ２１は同期異
位相の信号として、定電流出力部１０４ａ・１０４ｂから出力される。
【００８４】
　図１１に示す例では、パルス信号Ｐ２０、Ｐ２１は、位相のずれが１８０度とされてい
る。
【００８５】
　なお、ＬＥＤアレイ３０ａは、電球色系の光を発するＬＥＤ素子を備えるＬ色ＬＥＤア
レイとして構成される。また、ＬＥＤアレイ３０ｂは、昼光色系の光を発するＬＥＤ素子
を備えるＤ色ＬＥＤアレイとして構成される。
【００８６】
　これにより、例えば、Ｌ色ＬＥＤアレイ３０ａが点灯されている期間はＤ色ＬＥＤアレ
イ３０ｂが消灯され、Ｄ色ＬＥＤアレイ３０ｂが点灯している期間にはＬ色ＬＥＤアレイ
３０ａが消灯することとなる。従って、２系統（２ｃｈ）のＬＥＤアレイ３０ａ・３０ｂ
の何れかは必ず点灯する状態となるので、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタル
カメラによって撮影した場合であっても、縞模様状の明暗線が現れる事態を抑制すること
ができる。
【００８７】
　よって、図１１のＬＥＤ照明装置を例えば天井の表面に取り付けられるシーリングライ
トとして構成した場合に、このシーリングライトをカタログ等に掲載するための撮影や、
背景にシーリングライトが写り込む場合において、シーリングライトの画像に縞模様状の
明暗線が現れることがない美観に優れた撮像を提供することができる。
【００８８】
　２系統の各パルス信号は、図１１に示すように、位相を１８０度ずらす場合に限られず
、他の異位相としても良い。
【００８９】
　即ち、制御回路２０３における制御プログラム等を変更することにより、種々の異位相
パターンのパルス信号を出力することが可能である。
【００９０】
　ここで、図１２は、第３実施例に係るＬＥＤ照明装置に適用されるパルス信号の波形の
例を示す波形図である。
【００９１】
　図１２（ａ）は、１ｃｈのパルスＡの立下りのタイミングに合わせて２ｃｈのパルスＢ
の立ち上がりを行うように制御する場合である。
【００９２】
　図１２（ｂ）は、１ｃｈのパルスＡの立下りが、２ｃｈのパルスＢのハイ期間の中央に
来るように制御する場合である。
【００９３】
　図１２（ｃ）は、１ｃｈのパルスＡのロー期間の中央に、２ｃｈのパルスＢの立ち上が
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りが来るように制御する場合である。
【００９４】
　図１２（ｄ）は、１ｃｈのパルスＡのロー期間の中央に、２ｃｈのパルスＢのハイ期間
の中央が来るように制御する場合である。
【００９５】
　このような種々の異位相パターンのパルス信号の供給によってもＣＭＯＳイメージセン
サが搭載されたデジタルカメラによる撮影時に縞模様状の明暗線が現れる事態を抑制する
ことができる。
【００９６】
　また、図１１に示すＬ色ＬＥＤアレイ３０ａとＤ色ＬＥＤアレイ３０ｂに代えて、２系
統以上のＬＥＤアレイとして、ＲＧＢ各色に対応するＬＥＤアレイを含むように構成して
も良い。
【００９７】
　さらに、２系統以上のＬＥＤアレイを構成する各ＬＥＤ素子は、ＲＧＢ各色に対応する
ＬＥＤを含むようにしても良い。
【００９８】
（第４実施例）
　ところで、ＬＥＤ照明装置が取り付けられた室内においてバーコードを読み取る場合、
バーコードの読み取り不良が発生する場合がある。以下、バーコードの読み取り不良を解
決する実施例について、第１～第３実施例と異なる点を中心に説明する。
【００９９】
―読み取り不良の原因―
　レーザ式のバーコードリーダ３０２を用いてバーコード３０１を読み取る様子を示す模
式的鳥瞰構成は、図１５（ａ）に示すように表され、そのバーコードリーダ３０２の模式
的断面構成は、図１５（ｂ）に示すように表される。図１５（ａ）（ｂ）に示すように、
レーザ式のバーコードリーダ３０２を用いてバーコード３０１を読み取る場合は、レーザ
光源３０４からスポット（点）で照射されるレーザ３０５がバーコード３０１上を横切る
ように、走査ミラー３０３を用いて走査するのが一般的である。レーザ３０５の反射光３
０８は、集光レンズ３０７を介してフォトダイオード３０６に受光される。
【０１００】
　一般に、ＬＥＤ照明装置に供給される電流波形例は、図１６に示すように表され、ＬＥ
Ｄ照明装置の光出力波形例は、図１７に示すように表され、蛍光灯の光出力波形例は、図
１８に示すように表される。図１６に示すように、ＬＥＤ照明装置に供給される電流には
、スイッチング電源の発振周波数や調光用ＰＷＭ周波数に同期したリプルが含まれる。ま
た、図１７および図１８に示すように、ＬＥＤ照明装置は、蛍光灯に比べて追従が機敏で
ある。具体的には、ＬＥＤ照明装置の光出力には５００Ｈｚ～１０ｋＨｚ程度のリプルが
含まれる。そのため、バーコードの走査開始時間をｔ１１、走査終了時間をｔ２２とする
と、この走査開始時間ｔ１１から走査終了時間ｔ２２までの間にＬＥＤ照明装置が高速で
明滅することになる。
【０１０１】
　図１７に示される光出力波形のＬＥＤ照明装置が取り付けられた室内においてバーコー
ド３０１を走査する様子は、図１９（ａ）に示すように表され、その場合におけるバーコ
ードリーダ３０２の認識結果を示す概念図は、図１９（ｂ）に示すように表される。図１
９（ａ）に示すように、矢印の１次元方向にレーザ式のバーコードリーダ３０２を用いて
バーコード３０１を走査したものとする。この場合、バーコード３０１の走査開始時間ｔ
１１から走査終了時間ｔ２２までの間にＬＥＤ照明装置が高速で明滅するため、図１９（
ｂ）に示すように、この明滅がノイズとなり、バーコード３０１を誤認識してしまう。
【０１０２】
―ＬＥＤ照明装置―
　第４実施例に係るＬＥＤ照明装置は、図２０に示すように、交流電源（ＡＣ電源）１０
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０と、交流電源１００に接続される整流回路（ＡＣ／ＤＣコンバータ）１０１と、整流回
路１０１に接続される力率改善回路１１１ａ・１１１ｂと、力率改善回路１１１ａ・１１
１ｂに接続される定電流回路（定電流出力部）１１２ａ・１１２ｂと、定電流回路１１２
ａ・１１２ｂに接続されるＬＥＤアレイ２０ａ・２０ｂと、力率改善回路１１１ａ・１１
１ｂおよび定電流回路１１２ａ・１１２ｂにクロック信号を供給する発振回路１１３ａ・
１１３ｂとを備える。すなわち、２系統の発振回路１１３ａ・１１３ｂを搭載し、互いに
位相を波長λ／２×ｎ倍（ｎは奇数）ずらしたクロック信号を発生させるようにしている
。パッシブ系なら力率改善回路１１１ａ・１１１ｂは１つでよい。その他の構成は、基本
的に第１～第３実施例と同様である。
【０１０３】
―波形例―
　図２０に示されるＬＥＤアレイ２０ａの光出力Ｏ1の波形例は、図２１（ａ）に示すよ
うに表され、図２０に示されるＬＥＤアレイ２０ｂの光出力Ｏ2の波形例は、図２１（ｂ
）に示すように表され、図２０に示されるＬＥＤアレイ２０ａ・２０ｂの光出力Ｏ1・Ｏ2

を合成した合成出力ＯTの波形例は、図２１（ｃ）に示すように表される。図２１（ａ）
（ｂ）に示すように、光出力Ｏ1と光出力Ｏ2とで明滅のタイミングが波長λ／２ずれてい
る。すなわち、光出力Ｏ1の値が大きいときは光出力Ｏ2の値が小さくなり、逆に、光出力
Ｏ2の値が大きいときは光出力Ｏ1の値が小さくなる。そのため、光出力Ｏ1・Ｏ2を合成す
ると、図２１（ｃ）に示すように、合成出力ＯTの明滅の程度が大幅に緩和される。
【０１０４】
　以上のように、第４実施例に係るＬＥＤ照明装置では、光出力Ｏ1と光出力Ｏ2とで明滅
のタイミングが波長λ／２ずれている。これにより、合成出力ＯTの明滅の程度が大幅に
緩和されるため、バーコードの読み取り不良を回避することが可能となる。
【０１０５】
（第５実施例）
　第４実施例では、１つのＬＥＤ照明装置内に２系統の発振回路１１３ａ・１１３ｂを備
え、２系統の力率改善回路１１１ａ・１１１ｂおよび定電流回路１１２ａ・１１２ｂにク
ロック信号を供給するようにしている。そのため、部品点数が増加し、コスト高を招くと
ともに、製品サイズが大型化してしまう。
【０１０６】
　そこで、第５実施例では、ＬＥＤ照明装置は単独で使用することが少なく、多灯で使用
することが多いことに着目する。例えば、店舗では、１００～５００本のＬＥＤ照明装置
を備えるのが一般的である。このようにＬＥＤ照明装置を多灯で使用する場合は、各ＬＥ
Ｄ照明装置をランダムに点灯させることで、第４実施例と同等の効果を得ることができる
。以下、第５実施例について、第４実施例と異なる点を中心に説明する。
【０１０７】
―ＬＥＤ照明装置―
　第５実施例に係るＬＥＤ照明装置は、図２２に示すように、交流電源（ＡＣ電源）１０
０と、交流電源１００に接続される整流回路（ＡＣ／ＤＣコンバータ）１０１と、整流回
路１０１に接続される力率改善回路１１１ｃと、力率改善回路１１１ｃに接続される定電
流回路１１２ｃと、定電流回路１１２ｃに接続されるＬＥＤアレイ２０ｃと、整流回路１
０１に接続される平滑回路１１４と、平滑回路１１４に接続される発振回路１１３ｃ・乱
数発生回路１１６・演算回路１１５と、発振回路１１３ｃに接続されるカウンタ１１７と
、演算回路１１５に接続される発振回路１１３ｄとを備える。発振回路１１３ｃはカウン
タ１１７にクロック信号を供給し、発振回路１１３ｄは力率改善回路１１１ｃおよび定電
流回路１１２ｃにクロック信号を供給する。乱数発生回路１１６は演算回路１１５に乱数
を供給し、カウンタ１１７は演算回路１１５にカウント値を供給する。その他の構成は、
基本的に第４実施例と同様である。
【０１０８】
　このように、各ＬＥＤ照明装置に乱数発生回路１１６を搭載し、電源投入から発振開始
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までの時間を０～Ｔ／２（Ｔは周期）ランダムにして点灯させる。これにより、ＬＥＤ照
明装置の数が増えるほど、その合成出力ＯTの明滅の程度を緩和することができる。
【０１０９】
―回路構成例―
　図２２に示されるＬＥＤ照明装置の要部の具体的な模式的回路構成は、図２３に示すよ
うに表される。図２３に示すように、乱数発生回路１１６は、ヒステリシスコンパレータ
１１６ａ・１１６ｂと、抵抗Ｒ１・Ｒ２と、コンデンサＣ１・Ｃ２と、ＯＲ回路１１６ｃ
とを備える。抵抗Ｒ１とコンデンサＣ１とでＲＣ回路を構成し、抵抗Ｒ２とコンデンサＣ
２とで別のＲＣ回路を構成している（例えば、１００ｐＦ、１ｋＨｚ）。ＲＣ回路Ｒ１・
Ｃ１から出力されるクロック信号ＣＬＫ１と、ＲＣ回路Ｒ２・Ｃ２から出力されるクロッ
ク信号ＣＬＫ２はＯＲ回路１１６ｃに入力される。この乱数発生回路１１６では、ＲＣ回
路Ｒ１・Ｃ１（Ｒ２・Ｃ２）の時定数が変わることを利用して乱数を発生させている。も
ちろん、乱数発生回路１１６の構成は様々あり、特に限定されるものではない。ＭＰＵ１
１５は演算回路１１５に相当する。ＭＰＵ１１５にはＯＲ回路１１６ｃの出力信号が入力
される。ＭＰＵ１１５は、ＯＲ回路１１６の出力信号が０の場合はカウンタ１１７のカウ
ンタ値が偶数のタイミングで発振を開始し、ＯＲ回路１１６の出力信号が１の場合はカウ
ンタ１１７のカウンタ値が奇数のタイミングで発振を開始する。ＯＲ回路１１６の出力信
号が０の場合とは、ＯＲ回路１１６の出力信号の初期位相が例えば０°の場合であり、Ｏ
Ｒ回路１１６の出力信号が１の場合とは、ＯＲ回路１１６の出力信号の初期位相が例えば
９０°の場合である。ＯＳＣ１は発振回路１１３ｃに相当し、ＯＳＣ２は発振回路１１３
ｄに相当する。ここで、ＯＳＣ１・ＯＳＣ２は、例えば、水晶発振子で構成され、ＯＳＣ
１の発振周波数は、ＯＳＣ２の発振周波数の２倍である。ＬＥＤドライバ１２０は、整流
回路１０１・力率改善回路１１１ｃ・定電流回路１１２ｃに相当する。ＬＥＤドライバ１
２０は、ＭＰＵ１１５からの信号を受けて発振する。
【０１１０】
―動作例―
　図２３に示されるＬＥＤ照明装置の動作例は、図２４に示すように表される。
【０１１１】
　まず、ＬＥＤ照明装置の電源が投入されると（ステップＳ１１）、ＯＳＣ１が起動して
カウンタ１１７にクロック信号を供給する（ステップＳ１２）。これにより、カウンタ１
１７が起動してカウントアップを開始する（ステップＳ１３）。また、乱数発生回路１１
６が起動して乱数を発生させる（ステップＳ１４）。
【０１１２】
　次いで、ＭＰＵ１１５は、乱数発生回路１１６の戻り値、すなわち、ＯＲ回路１１６の
出力信号を判定する（ステップＳ１５）。そして、戻り値が０である場合は（ステップＳ
１５：ＹＥＳ）、カウンタ１１７のカウンタ値が偶数であるかどうかを判定し（ステップ
Ｓ１６→Ｓ１７）、偶数である場合は（ステップＳ１７：ＹＥＳ）、ＯＳＣ２を起動する
（ステップＳ１８）。これにより、カウンタ１１７のカウンタ値が偶数のタイミングでＬ
ＥＤアレイ２０ｃが点灯を開始することになる（ステップＳ１９）。一方、戻り値が１で
ある場合は（ステップＳ１５：ＮＯ）、カウンタ１１７のカウンタ値が奇数であるかどう
かを判定し（ステップＳ２０→Ｓ２１）、奇数である場合は（ステップＳ２１：ＹＥＳ）
、ＯＳＣ２を起動する（ステップＳ２２）。これにより、カウンタ１１７のカウンタ値が
奇数のタイミングでＬＥＤアレイ２０ｃが点灯を開始することになる（ステップＳ２３）
。
【０１１３】
―波形例―
　図２３に示されるＬＥＤ照明装置をｎ本備えた場合における各ＬＥＤアレイ２０ｃの光
出力Ｏ1～Ｏnの波形例は、図２５（ａ）～図２５（ｆ）に示すように表され、これらの光
出力Ｏ1～Ｏnを合成した合成出力ＯTの波形例は、図２５（ｇ）に示すように表される。
図２５（ａ）（ｂ）（ｆ）では戻り値が０である場合、図２５（ｃ）（ｄ）（ｅ）では戻
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り値が１である場合を想定している。すなわち、図２１（ａ）（ｂ）（ｆ）に示すように
、光出力Ｏ1・Ｏ2・Ｏnは、いずれも明滅のタイミングが同じである。一方、図２１（ｃ
）（ｄ）（ｅ）に示すように、光出力Ｏ3・Ｏn-2・Ｏn-1は、光出力Ｏ1に対して明滅のタ
イミングが波長λ／２ずれている。そのため、光出力Ｏ1～Ｏnを合成すると、図２１（ｇ
）に示すように、合成出力ＯTの明滅の程度が大幅に緩和される。ＬＥＤ照明装置の数が
増えるほど、戻り値が０（または１）となる確率は１／２に近づく。一般的な店舗では１
００～５００本のＬＥＤ照明装置を備えるため、ほとんど明滅のない合成出力ＯTを得る
ことが可能である。
【０１１４】
　以上のように、第５実施例では、各ＬＥＤ照明装置をランダムに点灯させるようにして
いるため、１つのＬＥＤ照明装置内に２系統の回路群を備える必要がなく、部品点数の増
加を抑えることが可能である。また、各ＬＥＤ照明装置に乱数発生回路を搭載してランダ
ムに点灯させるようにしているため、隣接するＬＥＤ照明装置間で位相情報を送受信する
必要がなく、そのための信号線が不要である。もちろん、このような構成によれば、デジ
タルカメラによって撮影された場合に発生する縞模様状の明暗線を抑制することもできる
し、バーコードの読み取り不良を回避することもできる。
【０１１５】
（まとめ）
　第１～第５実施例に係るＬＥＤ照明装置は、交流電源（ＡＣ電源）１００と、交流電源
１００の交流を整流する整流回路１０１と、整流回路１０１によって整流された直流電流
に基づいて、互いに位相が異なる２系統以上のパルス信号のうちの少なくとも１系統のパ
ルス信号を出力する制御回路１０３と、複数のＬＥＤチップから成り、制御回路１０３に
よって出力される少なくとも１系統のパルス信号によって駆動される少なくとも１系統の
ＬＥＤアレイとを備える。
【０１１６】
　すなわち、第１～第４実施例では、制御回路１０３は、２系統以上のパルス信号を出力
する。この場合のＬＥＤアレイは、２系統以上のパルス信号のそれぞれによって位相のず
れに応じた時間差で駆動される２系統以上のＬＥＤアレイ２０ａ・２０ｂである。
【０１１７】
　また、第５実施例では、制御回路１０３は、２系統以上のパルス信号のうち１系統のパ
ルス信号をランダムに選択して出力する。この場合のＬＥＤアレイは、１系統のパルス信
号によって駆動される１系統のＬＥＤアレイ２０ｃである。このような構成では、制御回
路１０３は、１系統のパルス信号を乱数に基づいて選択するのが望ましい。例えば、電源
が投入される度にカウンタ１１７を起動するとともに乱数を発生させ、カウンタ１１７の
カウンタ値が偶数であるタイミングでＬＥＤアレイ２０ｃを駆動させるか奇数であるタイ
ミングでＬＥＤアレイ２０ｃを駆動させるかを乱数に基づいて振り分ける。
【０１１８】
　本発明によれば、ＣＭＯＳイメージセンサが搭載されたデジタルカメラによって撮影さ
れた場合にも縞模様状の明暗線が発生することを抑制することができるＬＥＤ照明装置を
提供することができる。
【０１１９】
　また、本発明によれば、バーコードの読み取り不良を回避することが可能なＬＥＤ照明
装置を提供することができる。
【０１２０】
[その他の実施の形態]
　上記のように、実施の形態によって記載したが、この開示の一部をなす論述および図面
は例示的なものであり、この発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例および運用技術が明らかとなろう。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
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　本発明のＬＥＤ照明装置は、住宅やオフィス等の室内の照明などに適用できる。
【符号の説明】
【０１２２】
　１０…ＬＥＤ素子（ＬＥＤチップ）
　２０、２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、３０ａ、３０ｂ…ＬＥＤアレイ
　５０…ＬＥＤ照明部
　５１…カメラ枠
　６０…走査線
　７０…暗部
　１００…交流電源（ＡＣ電源）
　１０１…整流回路（ＡＣ／ＤＣコンバータ）
　１０２…フォトカプラ
　１０３、２０３…制御回路
　１０４ａ、１０４Ｂ…定電流出力部
　１０５…リモコン調光器
　１１７…カウンタ
　２００…導通支持部材
　５００…枠体
　５０１…カバー
　７００…画素
　７０１…ｘ方向アドレス指定レジスタ
　７０２…ｙ方向アドレス指定レジスタ
　７０３…読み出し回路
　７１０…画素の列
　Ｃ…画像
　Ｎ１…ノード
　Ｐ１、Ｐ２、Ｐ１０、Ｐ２０、Ｐ２１、Ｐ３０、Ｐ３１、Ａ、Ｂ…パルス信号
　Ｓ１…信号線
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